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第
四
百
七
十
回 

青
葉
会
句
会
報 

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日(

木)  
 

 

 
 

句
会
場
所
：
三
軒
茶
屋 

世
田
谷
区
施
設 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
６
階 

ビ
ー
ナ
ス 

選 
 
 

者 

川
口
孤
舟 

出 

席 
者 
柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

 
 

投
句
・
選
句 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お
、
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

【
互 

選 

句
】 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

選
者
欄
（
括
弧
内
）
の
〇
は
選
者
の
「
天
」 

十
四
点 

◎
戦
な
き
八
十
年
の
水
鉄
砲 

 
 
 
 
 

盛
雄 

（
く
す
・
弧
・
忠
・
と
・
健
・
清
・
隆
・
〇
允
・ 

〇
正
・
百
・
〇
昇
・
け
・
〇
三
・
天
） 

 

九
点 ◎

梅
雨
晴
や
百
年
蔵
の
醤
油
の
香 

 
 

く
に
お 

（
〇
そ
・
弧
・
康
・
堂
・
ゆ
・
國
・
昇
・
け
・ 

天
） 

 

七
点 

秘
め
事
の
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
行
々
子 

 

孤
舟 

（
〇
く
す
・
と
・
百
・
昇
・
啓
・
三
・
盛
） 

 

六
点 ◎

自
転
車
で
畦
道
走
る
夏
帽
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 
 
 

（
そ
・
弧
・
た
・
清
・
康
・
天
） 

も
の
の
け
の
縄
文
杉
や
山
滴
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
く
・
五
・
清
・
己
・
け
・
亜
） 

散
歩
道
地
蔵
の
横
の
あ
り
地
獄 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
健
・
と
・
清
・
康
・
百
・
天
） 

 

五
点 

麦
秋
の
風
に
帰
心
の
昂
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
    

孤
舟 

 
 

（
く
・
〇
孝
・
己
・
堂
・
三
） 

は
や
夏
至
か
時
歩
ま
ず
に
走
り
お
り 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
千
・
龍
・
國
・
百
・
〇
盛
） 

澄
む
川
に
オ
フ
イ
リ
ア
見
た
り
麦
の
風 

 
 
 
  

千
恵 

 
 

（
く
す
・
五
・
と
・
龍
・
啓
） 

◎
古
書
店
に
積
ま
る
る
画
集
梅
雨
じ
め
り 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
そ
・
弧
・
健
・
た
・
昇
） 

古
民
家
に
人
の
賑
わ
い
青
簾 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
く
・
〇
龍
・
ゆ
・
正
・
百
） 

水
浴
び
の
順
番
待
ち
の
小
鳥
た
ち 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
千
・
た
・
清
・
隆
・
昇
） 

◎
来
し
方
を
想
い
出
す
日
の
籐
寝
椅
子 

 
 
 
 
  

盛
雄 

 
 

（
そ
・
弧
・
た
・
允
・
三
） 

 
 四

点 

恋
蛍
闇
の
匂
と
水
の
香
と 

 
 
 
 
 
 
 
   

孤
舟 

 
 

（
五
・
と
・
孝
・
允
） 

青
芝
に
寝
て
天
穹
に
明
日
を
描
く 

 
 
 
 
 
   

仝 
 
 

（
孝
・
康
・
ゆ
・
盛
） 

月
涼
し
沖
の
漁
火
煌
々
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

仝 
 
 

（
そ
・
く
・
た
・
堂
） 

梅
雨
傘
を
手
に
地
下
街
を
迷
ひ
け
り    

 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
く
す
・
忠
・
堂
・
亜
） 
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干
草
や
濃
き
牛
乳
を
ひ
と
息
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
千
・
國
・
け
・
天
） 

◎
走
り
梅
雨
昭
和
の
巨
人
一
人
逝
く 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
  

(

忠
・
弧
・
允
・
盛) 

え
ご
散
る
や
走
り
根
か
ら
む
石
畳  

    
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
五
・
己
・
亜
・
三
） 

◎
い
さ
か
ひ
の
日
毎
深
み
へ
梅
雨
に
入
る 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
弧
・
健
・
隆
・
啓
） 

紫
陽
花
に
濃
き
青
残
し
通
り
雨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
く
す
・
た
・
ゆ
・
己
） 

◎
シ
ェ
ル
タ
ー
を
背
負
う
て
歩
く
蝸
牛 

 
 
  

  
 
 
 

昇 
 
 

（
弧
・
清
・
〇
隆
・
正
） 

 

三
点 

万
緑
や
溢
れ
ん
ば
か
り
土
の
息
吹 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
孝
・
國
・
ゆ
） 

あ
り
し
日
の
旧
師
は
眩
し
沙
羅
の
花 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
忠
・
健
・
啓
） 

青
時
雨
手
の
透
か
し
見
ゆ
山
の
水 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
己
・
ゆ
・
亜
） 

春
草
の
踏
ま
れ
て
径
を
な
す
と
こ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
健
・
龍
・
け
） 

天
井
の
龍
の
目
光
る
は
た
た
神 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

昇 
 
 

（
く
・
康
・
け
） 

梅
実
捥
ぐ
掌
（
て
）
に
天
鷲
絨
の
触
る
る
ご
と 

 
 
 

啓
子 

 
  

（
千
・
亜
・
盛
） 

灼
く
る
陽
に
今
や
見
慣
れ
し
タ
ト
ゥ
ー
か
な 

 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
そ
・
と
・
啓
） 

空
梅
雨
や
二
の
腕
白
き
少
女
達 

 
 
 
 
 
   

 

け
い
子 

   

（
く
す
・
五
・
允
） 

十
薬
や
転
ん
じ
ゃ
駄
目
と
医
者
が
云
ふ 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
隆
・
正
・
盛
） 

 

 

二
点 

い
く
つ
も
の
ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
飲
み
比
ぶ 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
忠
・
と
） 

◎
万
緑
や
森
蔭
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
弧
・
昇
） 

風
薫
る
沙
翁
の
家
は
傾
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
康
・
正
） 

江
戸
紫
の
色
が
好
き
な
の
ク
レ
マ
チ
ス 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
  

（
正
・
亜
） 

早
苗
田
や
逆
さ
伊
吹
の
雄
姿
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
た
・
允
） 

い
に
し
へ
の
ま
ま
に
夏
越
の
祓
受
く 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
千
・
隆
） 

半
夏
生
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の
蛸
サ
ラ
ダ 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
五
・
啓
） 

北
の
海
烏
賊
が
不
漁
で
マ
グ
ロ
獲
れ 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
忠
・
ゆ
） 

神
妙
に
茅
の
輪
を
潜
る
異
国
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
く
・
堂
） 

ア
イ
ス
ク
リ
ン
し
ゃ
り
ん
と
甘
い
母
の
味 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
孝
・
國
） 

幼
き
日
小
倉
ア
イ
ス
に
甦
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

亜
也 

 
  

（
千
・
百
） 

 

一
点 

心
太
か
細
い
味
の
図
太
さ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 (

堂) 

雨
し
ど
ど
降
り
て
色
増
す
濃
紫
陽
花 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 (

孝) 

夏
来
る
鎌
倉
で
買
う
鳩
サ
ブ
レ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 (

天) 

蓑
塚
の
昼
な
ほ
暗
し
草
い
き
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 (

堂) 

白
百
合
や
鄙
に
希
有
な
る
喫
茶
店 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 (

ゆ) 

◎
鵜
の
群
れ
の
青
空
渡
る
影
を
見
る 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 (

弧) 

小
船
よ
り
泳
ぐ
海
亀
鑑
賞
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

仝 
 
 
 (

龍) 

雨
に
映
ゆ
ト
ル
コ
ブ
ル
ー
の
額
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 (

國) 

庭
草
を
活
け
た
る
廊
下
簾
鳴
る 

 
 
 
 
 
 
 
   

啓
子 

 
 
 (

龍) 
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【
句 

評
・
短 

評
】 

十
四
点
句 

戦
な
き
八
十
年
の
水
鉄
砲 

 
 
 
   

    

盛
雄 

 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
戦
渦
を
知
ら
ぬ
童
は
、
無
邪
気
に
水
鉄
砲
を
相
手
に
向
け
て
い
る
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
私
達
の
世
代
は 

戦
争
が
な
い
幸
せ
な
世
代
で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
す
よ
う
に
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
神
様
が
、「
バ
ベ
ル
の
塔
」
で
人
間
の
言
葉
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
世
界
中
の 

す
べ
て
の
武
器
、
兵
器
を
水
鉄
砲
に
変
え
て
く
だ
さ
っ
た
ら
よ
い
の
に
。
端
的
で
す
が
、
ア
イ
ロ 

ニ
ー
に
富
ん
だ
、
奥
深
い
句
。
心
に
残
り
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
気
軽
に
戦
が
始
ま
る
時
代
に
な
っ
た
。
水
鉄
砲
の
ま
ま
維
持
す
る
に
は
苦
労
が
必
要
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
今
年
に
入
っ
て
世
界
は
ま
こ
と
に
き
な
臭
く
や
る
せ
無
い
で
す 

同
時
に
今
回
の
句
の
な
か
に 

あ
る
「
シ
ェ
ル
タ
ー
を
背
負
う
て
歩
く
蝸
牛
」
の
句
も
悲
し
い
で
す
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
戦
争
の
な
い
平
和
日
本
。
兵
器
で
は
な
い
水
鉄
砲
が
効
い
て
い
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
戦
後
八
十
年
の
平
和
は
蜃
気
楼
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
平
和
の
象
徴(

？)

と
し
て
の
水
鉄
砲
、 

詠
み
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
何
才
の
方
の
句
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
戦
争
を
経
験
し
た
者
に
は
水
鉄
砲
が
効
い
て
い
ま
す
。 

平
和
は
い
い
で
す
ね
！ 

 

九
点
句 

梅
雨
晴
や
百
年
蔵
の
醤
油
の
香 

 
   

   

く
に
お 

  

弧
舟
選
者
・
・
・
醤
油
蔵
か
ら
の
香
り
が
、
梅
雨
晴
の
風
に
乗
っ
て
漂
う
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
陰
鬱
な
梅
雨
が
明
け
て
、
太
陽
が
戾
っ
て
き
た
。
人
の
心
も
明
る
く
な
る
。
醤
油
製
造
所
の
古
い
蔵 

か
ら
は
水
蒸
気
が
立
ち
上
り
醤
の
香
が
漂
う
。
し
か
し
、
最
近
の
梅
雨
は
猛
暑
が
続
き
時
に
豪
雨
が 

降
る
。
地
球
温
暖
化
で
季
語
の
本
意
が
現
状
と
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
息
子
が
ヤ
マ
サ
に
勤
め
て
い
ま
す
！
ご
愛
用
下
さ
い
！ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
百
年
の
歴
史
が
あ
る
蔵
の
醬
油
の
香
り
が
漂
っ
て
き
ま
す 

天
牛
さ
ん
・
・
・
妹
が
二
人
つ
く
り
醤
油
屋
に
嫁
い
で
い
ま
す
の
で
百
年
蔵
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
玄
関
に
入
る 

と
醤
油
の
香
が
し
た
も
の
で
す
。 

 

七
点
句 

秘
め
事
の
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
行
々
子 
 
   

孤
舟 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
行
々
子
が 

軽
い
気
持
ち
の
秘
め
事
と
教
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
行
々
子
相
手
に
呟
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
、
な
く
て
ど
う
す
る
、
た
っ
た
一
度 

の
人
生
！ 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
こ
の
句
の
作
者
が
女
性
な
れ
ば
何
倍
も
愉
し
い
。
季
語
が
効
い
て
お
り
ま
す
。 

 

六
点
句 

自
転
車
で
畦
道
走
る
夏
帽
子 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・#

み
ど
り
の
風
も
さ
わ
や
か
に 

に
ぎ
る
ハ
ン
ド
ル
心
も
軽
く#

 

（ 

小
坂
一
也
） 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
懐
か
し
い
田
舎
の
風
景
を
思
い
出
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
自
転
車
乗
り
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
に
な
っ
て
い
る
が
、
普
及
は
遅
れ
て
い
る
。
夏 



  

4 

 

帽
子
の
方
が
颯
爽
と
し
た
感
が
あ
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
大
昔
で
す
が
、
戦
争
中
に
田
舎
の
家
へ
ス
イ
カ
を
貰
い
に
自
転
車
で
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し 

ま
し
た
。 

も
の
の
け
の
縄
文
杉
や
山
滴
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
も
の
の
け
姫
の
い
る
古
く
か
ら
の
林
、
そ
こ
で
の
自
然
と
人
間
の
交
歓
。
万
博
フ
ラ
ン
ス
館
の
展 

示
の
最
初
の
場
面
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ジ
ブ
リ
の
世
界
に
「
山
滴
る
」
を
持
っ
て
き
た
功
。 

散
歩
道
地
蔵
の
横
の
あ
り
地
獄 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
お
地
蔵
様
と
蟻
地
獄
の
取
り
合
わ
せ
の
妙
。
し
か
し
、
上
五
が
説
明
的
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
〝
地
蔵
の
横
の
〟
に
、
ぱ
っ
ー
と
光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
神
社
や
寺
の
廊
下
の
下
の
乾
い
た
場
所
で
よ
く
あ
り
地
獄
を
見
て
飽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

五
点
句 

麦
秋
の
風
に
帰
心
の
昂
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
    

孤
舟 

 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
爽
や
か
な
初
夏
の
風
を
受
け
、
ふ
と
故
郷
の
風
景
を
思
い
起
こ
す
。
懐
か
し
さ
に
急
に
帰
り
た 

く
な
る
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。「
昂
り
ぬ
」
の
表
現
が
好
ま
し
い
。 

は
や
夏
至
か
時
歩
ま
ず
に
走
り
お
り 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
年
々
季
節
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
巡
っ
て
き
ま
す
。
ま
っ
た
く
同
感
で
す 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
歳
月
人
を
待
た
ず
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
今
回
の
秀
作
。 

澄
む
川
に
オ
フ
イ
リ
ア
見
た
り
麦
の
風 

 
 
 
  

千
恵 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
恋
人
、
漱
石
も
見
た
川
に
上
向
き
で
浮
か
ん
だ
美
女
を
描
い
た
ミ
レ
イ
の
絵
が 

浮
か
ぶ
。
麦
の
風
が
い
か
に
も
イ
ギ
リ
ス
ら
し
い
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
麦
の
風
が
心
地
よ
く 

旅
の
句
と
し
て
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。 

古
書
店
に
積
ま
る
る
画
集
梅
雨
じ
め
り 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
古
書
肆
の
黴
臭
さ
は
一
年
中
だ
が
。 

古
民
家
に
人
の
賑
わ
い
青
簾 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
古
い
家
に
大
勢
の
人
？ 

簾
の
色
も
変
色
し
た
？ 

素
晴
ら
し
い 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
古
民
家
に
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
状
況
が
い
い
で
す 

百
合
子
さ
ん
・
・
古
民
家
カ
フ
ェ
で
す
か
。
古
民
家
と
青
簾
、
効
い
て
る
と
勝
手
に
思
い
ま
し
た
。 

水
浴
び
の
順
番
待
ち
の
小
鳥
た
ち 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
中
七
の
表
現
が
面
白
い 

隆
さ
ん
・
・
・
・
意
外
と
小
鳥
た
ち
の
ル
ー
ル
か
も
し
れ
な
い
。 

来
し
方
を
想
い
出
す
日
の
籐
寝
椅
子 

 
 
 
 
  

盛
雄 

 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
籐
寝
椅
子
で
微
睡
め
ば
、
遠
い
日
の
事
々
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
こ
の
気
持
ち
が
良
く
理
解
で
き
る 

 

四
点
句 

恋
蛍
闇
の
匂
と
水
の
香
と 

 
 
 
 
 
 
 
   

孤
舟 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
無
数
の
蛍
が
恋
を
す
る
夜
の
闇
に
男
も
女
も
い
る
。
上
手
で
す
ね
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
現
実
離
れ
し
た
詩
情
あ
る
趣
き
が 

素
敵
で
す
。 

青
芝
に
寝
て
天
穹
に
明
日
を
描
く 

 
 
 
 
 
  

孤
舟 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
青
々
と
し
た
芝
生
に
寝
て
、
幸
多
き
将
来
を
構
想
す
る
。 
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ゆ
た
か
さ
ん
・
・
上
を
向
い
て
寝
て
見
る
空
は
広
く
ま
た
深
い
よ
う
す
が
わ
か
り
ま
す 

月
涼
し
沖
の
漁
火
煌
々
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

孤
舟 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
情
景
が
浮
か
ん
で
き
て
楽
し
い 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
綺
麗
な
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
す 

梅
雨
傘
を
手
に
地
下
街
を
迷
ひ
け
り   

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
最
近
は
大
阪
の
地
下
街
は
ま
す
ま
す
迷
路
で
す
！｣ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
迷
っ
て
の
焦
り
に
濡
れ
傘
の
鬱
陶
し
さ
が
加
わ
っ
て
の
遣
る
瀬
な
さ
に
同
情
。 

干
草
や
濃
き
牛
乳
を
ひ
と
息
に 

 
 
 
 
 
  

と
み
子 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
都
会
の
パ
ッ
ク
の
牛
乳
と
は
一
味
も
二
味
も
濃
さ
も
違
い
新
鮮
で
美
味
し
い
で
し
ょ
う
！
美
味 

し
く
て
ひ
と
息
に
飲
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
昔
は
こ
ん
な
経
験
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
や
叶
わ
ぬ
話
で
す
。
う
ら
や
ま
し
い
。 

走
り
梅
雨
昭
和
の
巨
人
一
人
逝
く 

 
 
   

 

た
だ
し
げ 

 
  

弧
舟
選
者
・
・
・「
わ
が
巨
人
軍
は
永
久
に
不
滅
で
す
！
」 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
我
輩
は
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
だ
が
、
王
・
長
嶋
選
手
は
別
格 

え
ご
散
る
や
走
り
根
か
ら
む
石
畳  

   
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
え
ご
は
小
さ
な
花
を
上
に
向
け
落
ち
、
そ
れ
が
一
面
に
広
が
る
。
中
七
が
巧
み
で
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
走
り
根
か
ら
む
」
で
凡
百
を
免
れ
る
上
手
さ
。 

い
さ
か
ひ
の
日
毎
深
み
へ
梅
雨
に
入
る 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

弧
舟
選
者
・
・
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
イ
ラ
ン
紛
争
の
根
は
深
い
よ
う
だ
。 

健
介
さ
ん
・
・
・
マ
イ
ナ
ス
思
考
な
が
ら
、「
梅
雨
に
入
る
」
が
ぴ
っ
た
り
。
一
茶
が
詠
み
そ
う
な
句
で
す
ね
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
ど
こ
に
い
て
も
諍
い
は
絶
え
な
い
。
諍
い
の
処
理
が
人
の
世
だ
と
思
う
。 

紫
陽
花
に
濃
き
青
残
し
通
り
雨 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
雨
上
が
り
の
紫
陽
花
の
描
写
が
綺
麗 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
紫
陽
花
の
美
し
さ
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

シ
ェ
ル
タ
ー
を
背
負
う
て
歩
く
蝸
牛 

 
 
  

 
  

昇 
 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
蝸
牛
は
核
戦
争
に
備
え
て
日
頃
よ
り
シ
ェ
ル
タ
ー
と
い
う
殻
を
背
負
っ
て
い
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
蝸
牛
の
殻
を
シ
ェ
ル
タ
ー
に
例
え
る
と
は
流
石
。
人
間
だ
っ
て
シ
ェ
ル
タ
ー
が
あ
る
筈
。
し
か 

し
、
デ
ジ
タ
ル
で
シ
ェ
ル
タ
ー
が
剥
が
れ
る
時
代
が
来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

三
点
句 

青
時
雨
手
の
透
か
し
見
ゆ
山
の
水 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
透
き
通
っ
た
水
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
な
ん
と
も
い
え
な
い
清
涼
感
！ 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
青
時
雨
」
の
い
わ
ば
変
奏
。 

春
草
の
踏
ま
れ
て
径
を
な
す
と
こ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
何
と
言
う
句
意
展
開
の
速
さ 

お
見
事 

天
井
の
龍
の
目
光
る
は
た
た
神 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
雷
光
に
映
え
天
井
画
の
龍
の
目
が
鋭
く
光
る
。
天
龍
寺
だ
ろ
う
か
。 

梅
実
捥
ぐ
掌
（
て
）
に
天
鷲
絨
の
触
る
る
ご
と 

 
 
 

啓
子 

 
  

千
恵
さ
ん
・
・
・
桃
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
梅
の
実
を
触
っ
た
と
き
の
あ
の
産
毛
っ
て
確
か
に
ビ
ロ
ー
ド
感
あ
り 

ま
す
ね
。
繊
細
な
感
覚
が
よ
い
で
す
ね
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
あ
の
感
触
を
云
い
得
て
妙
で
す
が
、
類
句
も
あ
り
そ
う
で…
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盛
雄
さ
ん
・
・
・
梅
の
実
を
ビ
ロ
ー
ド
の
肌
触
り
と
詠
ん
だ
作
者
の
繊
細
な
感
性
に
敬
服
。 

 
 

 
 
 

※
句
会
に
て
・
・
弧
舟
選
者
か
ら 

「
梅
実
」
は
「
実
梅
」
と
す
る
べ
き
と
の
注
意
。 

灼
く
る
陽
に
今
や
見
慣
れ
し
タ
ト
ゥ
ー
か
な 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
日
常
に
見
か
け
る
景
と
な
り
ま
し
た
。
驚
き
ま
す
。 

空
梅
雨
や
二
の
腕
白
き
少
女
達 

 
 
 
 
 
   

 
 

け
い
子 

   
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
梅
雨
の
合
間
、
暑
い
日
に
若
い
女
性
は
惜
し
げ
も
な
く
白
い
肌
を
見
せ
る
。
か
つ
て
少
女
だ
っ 

た
人
の
句
で
し
ょ
う
。 

十
薬
や
転
ん
じ
ゃ
駄
目
と
医
者
が
云
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
医
者
に
二
通
り
あ
り
そ
う
。
病
気
を
治
し
た
い
医
者
と
病
気
も
身
の
内
と
云
う
医
者
と
。
評
論
家 

小
林
秀
雄
は
、
医
者
に
タ
バ
コ
を
忘
れ
て
る
ぞ
と
言
わ
れ
、
タ
バ
コ
を
止
め
た
。
こ
れ
も
薬
か
も 

し
れ
な
い
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
老
人
に
対
す
る
医
者
の
定
番
の
言
葉
。
季
語
が
良
い
。 

 

二
点
句 

い
く
つ
も
の
ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
飲
み
比
ぶ 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
ベ
ル
ギ
ー
ピ
ー
ル
に
は
、
色 

味
い
ろ
い
ろ
あ
り
楽
し
い
で
す
ね
。 

万
緑
や
森
蔭
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
炎
暑
の
折
、
森
の
中
の
小
暗
い
場
所
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
涼
や
か
だ
。 

風
薫
る
沙
翁
の
家
は
傾
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
青
葉
を
渡
っ
て
き
た
風
は
心
地
よ
い
。
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
オ
ン
・
エ
ー
ボ
ン
の
シ
ェ
ー
ク
ス 

ピ
ア
の
生
家
は
築
数
百
年
で
、
確
か
に
少
し
傾
い
て
い
る
が
、
未
だ
し
っ
か
り
し
て
い
る
。 

江
戸
紫
の
色
が
好
き
な
の
ク
レ
マ
チ
ス 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
こ
の
強
引
さ
が
イ
イ
。
上
五
の
字
余
り
は
い
っ
そ
「
む
ら
さ
き
」
と
振
り
仮
名
し
ま
し
ょ
う
。 

も
っ
と
も
「
鉄
線
花
」
で
は
こ
う
は
行
か
な
い
。 

早
苗
田
や
逆
さ
伊
吹
の
雄
姿
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
伊
吹
山
の
雄
大
さ
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る 

い
に
し
へ
の
ま
ま
に
夏
越
の
祓
受
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
昔
な
が
ら
の
季
節
の
行
事
も
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
今
日
こ
の
頃
。
で
も
そ
ん
な
習
わ
し
も
し
っ
か
り 

日
常
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
素
敵
で
す
。 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
自
分
の
全
て
を
分
か
ら
な
い
の
に
、
人
は
理
屈
が
好
き
。
理
屈
を
捨
て
た
い
年
齢
に
な
っ
た
。 

半
夏
生
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の
蛸
サ
ラ
ダ 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
こ
の
季
節
、
輸
入
物
の
白
い
蛸
を
サ
ラ
ダ
に
。 

北
の
海
烏
賊
が
不
漁
で
マ
グ
ロ
獲
れ 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
あ
べ
こ
べ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
面
白
い
で
す 

神
妙
に
茅
の
輪
を
潜
る
異
国
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
日
本
の
若
者
に
こ
そ
伝
統
を
体
感
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

幼
き
日
小
倉
ア
イ
ス
に
甦
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

亜
也 

 
  

千
恵
さ
ん
・
・
・
私
も
子
供
の
こ
ろ
好
き
で
し
た
。
今
は
あ
ま
り
買
い
ま
せ
ん
が
ス
ー
パ
ー
の
ア
イ
ス
の
ガ
ラ
ス 

ケ
ー
ス
で
「
井
村
屋
」
の
も
の
を
見
つ
け
る
と
籠
に
入
れ
た
く
な
り
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
小
倉
ア
イ
ス
最
中
は
大
好
物
で
し
た
！ 

も
ち
米
で
作
っ
た
最
中
と
相
性
抜
群
。 
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一
点
句 

心
太
か
細
い
味
の
図
太
さ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
大
好
物
で
す
。
字
面
が
面
白
い
で
す
ね
！  

夏
来
る
鎌
倉
で
買
う
鳩
サ
ブ
レ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
今
ど
き
夏
の
鎌
倉
へ
行
く
の
は
贅
沢
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
鳩
サ
ブ
レ
を
帰
り
に
買
わ
れ
た 

の
で
し
ょ
う
。 

鵜
の
群
れ
の
青
空
渡
る
影
を
見
る 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
・
海
鵜
の
大
群
が
天
穹
へ
吸
い
込
ま
れ
て
ゆ
く
。 

小
船
よ
り
泳
ぐ
海
亀
鑑
賞
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
こ
の
鑑
賞
者
は
き
っ
と
長
生
き
さ
れ
ま
す
ね 

タ
イ
パ
と
か
忘
れ
ま
し
ょ
う
ね 

庭
草
を
活
け
た
る
廊
下
簾
鳴
る 

 
 
 
 
 
 
 
   

啓
子 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
情
景
が
目
に
う
か
び
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
月
句 

以
上 

  
 
 
 
 
 
 
 

   

   

   

   

   

【 

次
回
青
葉
会 

予
定 

】 

七
月
、
八
月
と
も
に
「
誌
上
句
会
」
と
な
り
ま
す
。 

◇
誌
上
句
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
句
会
日
当
日
に
選
句
表
を
配
信
致
し
ま
す
。
郵
送
の
方
に
は
句
会
日
に
間

に
合
う
よ
う
、
選
句
表
を
投
函
い
た
し
ま
す
が
、
七
月
は
二
十
一
日
が
旗
日
で
あ
る
た
め
、
昨
今
の
郵
便

事
情
か
ら
、
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
事
情
ご
賢
察
の
上
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 
 

①
七
月
句
会
日
（
選
句
表
配
信
日
）：
七
月
二
十
四
日
（
木
） 

 
 
 

ご
出
句
締
切
日
：
七
月
十
九
日
（
土
）
中 

 
 
 

選
句
締
切
日
：
八
月
三
日
（
日
）
中 

 
 

②
八
月
句
会
日
（
選
句
表
配
信
日
）：
八
月
二
十
八
日
（
木
） 

 
 
 

ご
出
句
締
切
日
：
八
月
二
十
三
日
（
土
）
中 

 
 

 

選
句
締
切
日
：
九
月
六
日
（
土
）
中 

 
 

 
 

※
ご
出
句
数
は 

７
月
８
月
と
も
に
、
日
頃
句
会
に
ご
出
席
の
方
は
い
つ
も
と
同
じ
５
句
、
ご
投
句
の
方
は 

２
句
か
ら
３
句
を
目
途
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
、
と
ご
出
句
数
が
多
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
て
も
、
５
句
ま
で
は
、
受
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 

※
こ
の
時
期
は
ご
旅
行
や
お
盆
行
事
に
お
忙
し
い
時
期
と
存
じ
ま
す
。
長
い
ご
旅
行
な
ど
で
日
程
の
問
題
あ
る 

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
様
の
ご
都
合
に
極
力
寄
り
添
い
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
右
日
程
に
問
題
ご
ざ
い
ま
し
た 

ら
、
当
方
（
啓
子
：
  
０
８
０
・
８
８
７
０
・
８
２
０
１
）
ま
で
ご
連
絡
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 
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【 
青 

葉 

会 

報 

】 
一
、 
六
月
の
句
会
は
十
名
の
ご
出
席
。
し
ば
ら
く
お
休
み
さ
れ
て
い
た
と
み
子
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
、

海
外
旅
行
の
昇
さ
ん
、
千
恵
さ
ん
の
ご
出
席
も
復
活
、
ま
た
海
外
で
は
な
い
に
し
て
も
大
阪
万
博
を

楽
し
ま
れ
た
ゆ
た
か
さ
ん
、
五
郎
太
さ
ん
も
居
ら
れ
、
話
題
も
多
く
華
や
い
だ
句
会
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
六
月
に
し
て
は
あ
ま
り
に
暑
い
日
々
に
み
な
さ
ま
会
場
に
足
を
運
ぶ
だ
け
で
も
危
険
を
感
じ
る
、

と
。
次
回
の
７
月
の
句
会
は
、
８
月
の
句
会
同
様
「
誌
上
句
会
」
と
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

都
合
三
か
月
間
、
お
顔
を
見
る
こ
と
な
く
些
か
寂
し
い
な
が
ら
も
、
一
様
に
ご
納
得
、
ほ
っ
と
し
た

思
い
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
六
月
の
ご
出
句
は
、
分
か
り
易
く
、
お
気
持
ち
共
有
で
き
る
句
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
今
回
の

選
句
も
楽
し
か
っ
た
、
と
の
ご
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

結
果
は
御
覧
の
通
り
で
、
盛
雄
さ
ん
が
十
四
点
と
い
う
高
得
点
、
続
い
て
九
点
に
新
潟
の
く
に
お
さ

ん
、
七
点
に
弧
舟
選
者
と
さ
す
が
ベ
テ
ラ
ン
が
並
び
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

二
、
孤
舟
選
者
近
詠 

 

紅
薔
薇
に
触
れ
れ
ば
き
つ
と
火
傷
す
る 

 
 
 

筍
の
み
な
土
付
き
で
寝
か
さ
れ
て 

 
 
 

桜
桃
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
自
己
主
張 

 
 
 

父
の
日
の
レ
シ
ピ
通
り
の
カ
ツ
カ
レ
ー 

 
 
 

か
た
つ
む
り
ゆ
つ
く
り
刻
の
過
ぎ
ゆ
け
り 

 

【
関
係
者
近
詠
】 

 
 
 

警
報
級
の
大
雨
連
れ
て
梅
雨
に
入
る 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 

パ
ソ
コ
ン
を
新
品
に
替
へ
梅
雨
叩
く 

 
 
 
 
 
 

隆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 

 

初
女
性
牧
師
は
猫
と
山
笑
ふ 

 
 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

夜
明
け
前
馬
籠
の
宿
の
春
炬
燵 

 
 
 
 

青
史 

春
寒
し
牧
師
も
信
徒
も
重
荷
負
ふ 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

青
き
踏
む
水
に
流
せ
ぬ
蟠
り 

 
 
 
 
 
 

仝 

陰
口
を
和
の
糸
口
へ
花
ミ
モ
ザ 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

大
和
し
美
し
都
大
路
の
花
吹
雪 

 
 
 
 
 

仝 

響
灘
に
仰
ぐ
飛
燕
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ 

 
 
 

仝 
 
 
 

鳥
雲
に
一
人
の
日
々
の
独
り
言 

 
 
 
 
 

仝 

老
桜
の
店
守
り
人
の
出
入
り
見
ず 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

月
命
日
レ
タ
ス
千
切
つ
て
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

 
 

仝 

東
京
の
水
へ
口
開
く
十
三
蜆 

 
 
 
 
 

弘
子 

 
 
 

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
二
つ
に
折
る
や
花
吹
雪
く 

 
 
 

仝 
 
 

 

隅
々
を
ほ
ぐ
す
も
つ
ぎ
ほ
蒸
鰈 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

雁
帰
る
お
年
玉
哀
し
や
無
縁
坂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

花
杏
雀
ひ
と
蹴
り
枝
を
移
る 
 
 
 
 
 
 

仝 

づ
か
づ
か
と
地
の
鳩
も
見
ず
卒
業
子 

 
 
 

仝 

銹
び
て
身
の
朽
つ
る
を
望
み
マ
グ
ノ
リ
ア 

 

仝 

紅
白
の
落
ち
て
混
ざ
ら
ぬ
藪
椿 

 
 
 
 
 

仝 

愛
す
れ
ど
言
葉
に
な
ら
ず
花
ミ
モ
ザ 

 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
 

森
の
座 

 

六
月
号 

選
：
横
澤
放
川
（
日
経
俳
壇
選
者
）―

―
 

  
 
 
 
 
 
 
 

令
和
七
年
七
月
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


